
　　ミラノにおける琉球びんがた

  日本の伝統文化への関心が年を追うごとに深まるイタリ
アミラノにおいて今回初めて琉球びんがたによるファッ
ションショーが行われます。
 街のあちらこちらに中世の面影や歴史的遺産を残しつつ、
最先端のファッションや工業デザインの発信地として世界
中から注目を集めているミラノ、この街に住む人々の関心
の一つに日本があります。
　日本の風土、生活習慣、文化、芸能、歴史。。。
その中で、沖縄に持つイメージはやはり第二次世界大戦最
後の地上戦地であったということで、かつて「琉球」とい
う名の王国であったことを知る人はごくわずかです。
 そこには、まばゆい太陽と光り輝く海、色鮮やかな自然が
あります。青空のもと理想郷のごとく建つ首里城から生ま
れた多種多様の文化や芸術は、悲惨な歴史をもくぐり抜け
今もなお人の手から手へ大切に育まれ伝授されています。
 宗家として王朝時代からびんがた染めに携わってきた誇り

と伝統を受け継ぎひた向
きに従事する知念貞男氏
と、最先端のファッショ
ン界の中に身を置くベ
ン・ドゥクレ氏のコラボ
レーションはまるでミラ
ノの街を象徴するかの
様。
 琉球の貴族に愛され現
代の日本女性を着飾る琉
球びんがたに、今もう一
つ新たな風が吹き込まれ
ようとしています。それ
らは私たちに何を語りど
の様な夢を見せてくれる
のでしょう。
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琉球王朝　・ミラノ
風と香りが織り成す
艶やかな舞

いにしえの琉球が 今ここに

知念貞男　
琉球紅型三宗家の一つ、知念
家八代目当主。琉球紅型技術
保持者である先代知念積弘氏
より伝統的技術技法を継承す
る。昭和４８年に知念紅型研
究所を設立し現在に至る。ま
た、平成４年の沖展沖展賞を
始め、昭和５０年から平成９
年まで連続入選を果たす他、
昭和５６年から平成６年の西
部工芸展連続入賞、平成３年
から９年の日本伝統工芸展連
続入賞、平成１９年の伝統文

化ポーラ賞優秀賞 、多数の
県知事賞、文化庁長官賞など
輝かしい業績を残している。

ベン・ドゥクレ
豊富な色彩と際だった繊細な
イタリアンエレガンスを持ち
合わせたスタイリスト。彼の
上品なエレガンスは異なる伝
統文化から生まれた生地への
こだわりや情熱から呼び起こ
されたものであると言っても
過言ではない。１３世紀に王
族の為に生まれた琉球紅型が
ベン・ドゥクレ氏を通してミ
ラノモーダと巡り会い今まさ
に新しい現代のエレガンスへ
化身しようとしている。今回

の作品からも彼の強いパッ
ションと奥深い感動を見る人
にまた着る人に伝えてくれる
でしょう。


